
不動産鑑定評価仕様書 

 

１．件名：不動産鑑定評価業務 

２．評価依頼地：参加申込者に、別途メールで送付 

３．鑑定評価格決定の基準となる年月日：令和７年 11 月１日 

４．評価依頼の目的： 

岸和田市が施行する事業に係る土地の評価するにあたり参考とするため 

５．鑑定評価によって求めるべき（賃貸借又は売払い）価格： 

   鑑定評価によって求めるべき価格は、次の各号に掲げる価格とする。 

   （１）評価依頼地の正常価格 

   （２）評価依頼地に所有権以外の権利または建物その他の物件が存する時は、当該権利又

は当該建物その他の物件が存しないものとしての価格 

   （３）事業の施行が予定されることにより、評価依頼地の価格が低下したと認められると

きは、当該事業の影響がなかったものとしての価格 

   （４）評価依頼地が、地価公示法（昭和 44 年法律第 49 号）第２条第１項の市街化区域の

土地であるときは、同法第６条の規定により公示された標準地の価格（以下「公示価

格」という。）を規準として求めた価格 

６．鑑定評価の手順 

   （１）国土交通省が定める以下の基準等の最新版に従うこと 

      ・不動産鑑定評価基準 

      ・不動産鑑定評価基準運用上の留意事項 

      ・不動産鑑定士が不動産に関する価格等調査を行う場合の業務の目的と範囲等の確

定及び成果報告書の記載事項に関するガイドライン 

      ・不動産鑑定士が不動産に関する価格等調査を行う場合の業務の目的と範囲等の確

定及び成果報告書の記載事項に関するガイドライン運用上の留意事項 

   （２）鑑定評価格の決定理由については、当該評価格が決定されるに至った経過及び理由

を記載し必要に応じ採用した資料、鑑定評価の手順等に関する事項を明らかにするも

のとすること 

   （３）評価地が地価公示法第２条第１項の市街化区域内の土地である場合は、当該土地の

評価額を求めるに際し公示価格を基準にした手順等を明らかにするものとする 

７．鑑定評価書の提出期限 

   鑑定評価書の提出期限は、令和８年１月 16 日とする。 

８．鑑定評価書の必要部数 

   正本：１部、副本：１部 

９．再鑑定評価又は補完等 

   （１）この仕様書による鑑定評価条件等に適合した鑑定評価を行わなかった場合には、再

鑑定評価を求め、又は鑑定評価額の決定理由の補完若しくは採用した評価に関する資



料、鑑定評価の手順等に関する事項の追加を求めることができる 

   （２）前項の再鑑定評価又は不備の補完等のために要する費用は、受注者が負担するもの

とする 

10．不動産鑑定士等 

   評価依頼地の鑑定評価に当たって、次の各号の一に該当する不動産鑑定士又は不動産鑑定

士補に当該土地の鑑定評価を行わせてはならない 

   （１）評価依頼地の所有者又は評価依頼地に関して所有権以外の権利を有する者（法人に

あっては、その役員が評価依頼地の所有者又は評価依頼地に関して、所有権以外の権

利を有する者である場合を含む） 

   （２）前号に掲げる者の配偶者、親族、後見人又は補佐人である者（法人にあっては、そ

の役員が前号に掲げる者の配偶者、親族、後見人又は補佐人である場合を含む） 

   （３）前２号に掲げる者のほか、評価依頼地の評価の公正を妨げる事情があると認められ

る者 

11.機密の保持 

   受託者は、個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57条）及び岸和田市個人情報

の保護に関する法律施行条例（令和４年条例第 26号）を遵守するとともに、岸和田市情報セ

キュリティポリシーを順守し業務上知り得た事項を第三者にもらしてはならない。 


